
　　

争
点
は
事
業
ス
キ
ー

ム
の
違
法
性

訴
え
た
の
は
、
小
松
島

市
の
不
動
産
会
社
、

㈱
蔵
。
東
京
の
コ
ン
サ
ル
会

社
、
地
域
み
ら
い
総
研
㈱
に

損
害
賠
償
を
求
め
た
。
代
理

人
は
蔵
が
真
鍋
直
敬
弁
護

士
、
地
域
み
ら
い
総
研
が

大
津
卓
慈
弁
護
士
だ
。

　

争
点
は
地
域
み
ら
い
総

研
が
提
案
し
た
事
業
ス

キ
ー
ム
の
違
法
性
。
蔵
は

地
域
み
ら
い
総
研
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
人
材
開

発
支
援
助
成
金
を
活
用
し
、

関
連
会
社
の
㈱
浜
田
農
園
の

従
業
員
研
修
を
計
画
し
た
。

浜
田
農
園
は
濱
田
保
徳
元

小
松
島
市
長
の
同
族
会
社
。

椎
茸
の
栽
培
で
有
名
だ
。
訴

状
に
よ
る
と
、
蔵
が
地
域
み

ら
い
総
研
か
ら
提
案
さ
れ
た

従
業
員
研
修
の
事
業
ス
キ
ー

ム
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

浜
田
農
園
が
蔵
に
一
、
八

〇
〇
万
円
を
貸
す
。
地
域
み

ら
い
総
研
が
蔵
に
九
十
人
分

の
研
修
教
材
を
貸
し
出
し
、

蔵
が
レ
ン
タ
ル
料
を
支
払

う
。
料
金
は
一
人
二
十
万
円

で
総
額
一
、
八
〇
〇
万
円
。

浜
田
農
園
が
レ
ン
タ
ル
教

材
を
買
う
。
代
金
は
一
人
四

十
万
円
で
総
額
三
、
六
〇
〇

万
円
。
浜
田
農
園
が
厚
労
省

に
助
成
金
を
申
請
す
る
。
金

額
は
一
人
三
十
万
円
で
総
額

二
、
七
〇
〇
万
円
。

蔵
と
地
域
み
ら
い
総
研
は

令
和
六
年
九
月
三
日
、
研
修

教
材
の
レ
ン
タ
ル
契
約
を
締

結
。
蔵
は
同
年
九
月
九
日
、

一
、九
八
〇
万
円
（
税
込
み
）

を
地
域
み
ら
い
総
研
の
口
座

に
振
り
込
ん
だ
。

そ
の
後
、
蔵
の
社
長
夫
人

が
助
成
金
の
不
正
受
給
が
横

行
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
。

地
域
み
ら
い
総
研
に
契
約
取

り
止
め
を
告
げ
た
が
、
地
域

み
ら
い
総
研
は
一
、
九
八
〇

万
円
の
返
金
を
拒
否
し
た
。

「
社
会
的
相
当
性
を
欠

く
」、
契
約
無
効
を

訴
え
る
不
動
産
会
社

教
材
レ
ン
タ
ル
料

の
返
金
を
拒
否

さ
れ
た
蔵
が
地
域
み
ら
い
総

研
を
訴
え
た
の
が
今
回
の
裁

判
。
蔵
に
よ
る
と
、
地
域
み

ら
い
総
研
は
片
山
さ
つ
き
参

院
議
員
の
名
前
を
出
し
て
契

約
解
消
の
引
き
留
め
を
画
策

し
た
と
い
う
。

「
地
域
み
ら
い
総
研
社
長

は
『
先
日
片
山
さ
つ
き
か

ら
厚
労
省
の
担
当
部
署
の

ト
ッ
プ
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
』
と
片
山
さ
つ
き
の
名
刺

を
提
示
す
る
な
ど
、
契
約
解

消
の
引
き
留
め
を
行
っ
た
。

原
告
（
蔵
）
を
介
在
さ
せ
、

一
、
八
〇
〇
万
円
し
か
支
出

し
て
い
な
い
の
に
、
あ
た
か

も
人
材
開
発
の
経
費
と
し
て

三
、
六
〇
〇
万
円
を
費
消
し

た
か
の
よ
う
な
外
観
を
作
出

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。

そ
も
そ
も
人
材
開
発
支
援

助
成
金
の
不
正
受
給
で
、
申

請
自
体
な
し
得
な
い
も
の

だ
。
本
件
契
約
は
社
会
的
相

当
性
を
欠
き
、
公
序
良
俗
に

反
す
る
も
の
で
無
効
で
あ

る
」（
原
告
訴
状
の
要
約
）。

「
不
正
行
為
は
成
立

し
て
い
な
い
」、
反
論

す
る
コ
ン
サ
ル
会
社

契
約
の
無
効
と
支

払
っ
た
教
材
レ
ン

タ
ル
料
の
返
金
を
求
め

る
蔵
に
対
し
、
地

域
み
ら
い
総
研
は

「
事
業
ス
キ
ー
ム
は

違
法
で
は
な
い
」

と
反
論
。
訴
え
の

棄
却
を
求
め
て
い
る
。

答
弁
書
に
よ
る
と
、
事

業
ス
キ
ー
ム
は
次
の
よ

う
な
も
の
だ
。
地
域
み

ら
い
総
研
が
製
作
し
た

動
画
を
利
用
し
て
、
蔵

が
浜
田
農
園
従
業
員
に

対
し
、
Ａ
Ｉ
と
Ｄ
Ｘ
の

研
修
講
座
を
提
供
す
る
。

蔵
は
地
域
み
ら
い
総
研

に
対
し
、
レ
ン
タ
ル
料
一
、

九
八
〇
万
円
を
支
払
い
、
浜

田
農
園
が
蔵
に
研
修
費
用
と

し
て
三
、
九
六
〇
万
円
を
支

払
う
。
浜
田
農
園
は
助
成
金

制
度
を
利
用
し
、
二
、
七
〇

〇
万
円
を
受
給
す
る
。

　
「
被
告
（
地
域
み
ら
い
総

研
）
は
原
告
の
リ
ス
ク
判
断

を
誤
ら
せ
る
よ
う
な
説
明
は

し
て
い
な
い
。
不
法
行
為
は

成
立
し
て
い
な
い
。
経
費
は

研
修
経
費
。
研
修
教
材
の
レ

ン
タ
ル
料
で
は
な
い
。

原
告
の
訴
え
は
前
提
を
誤
っ

て
お
り
、
失
当
で
あ
る
。
事
業

ス
キ
ー
ム
は
適
法
。
不
正
な
点

は
な
い
。
不
法
行
為
は
成
立
し

て
い
な
い
。
被
告
は
行
政
か
ら

ス
キ
ー
ム
違
反
の
指
摘
を
受
け

た
こ
と
は
一
件
も
な
い
。

被
告
に
は
説
明
義
務
違
反

も
な
い
。
契
約
の
取
り
止
め

は
原
告
の
一
方
的
都
合
に

よ
る
も
の
。
返
金
を
拒
絶
し

た
。被
告
に
は
責
任
が
な
い
」

（
被
告
答
弁
書
の
要
約
）。

複
数
企
業
と
コ
ン
サ
ル

会
社
が
絡
ん
だ
厚
労
省
の

人
材
開
発
支
援
助
成
金
ト

ラ
ブ
ル
。
原
告
と
被
告
の
主

張
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し

て
い
る
。
は
た
し
て
地
裁
は

ど
ん
な
判
断
を
示
す
の
か
。
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水を大切に使う社会水を大切に使う社会

水を最大限に有効活用しながら、
渇水などのリスクを最小限に抑え、
私たちが安心で快適に暮らし続けることを
目指しましょう

□自動ドアのことなら

「
街
角
熟
女
」
番
外
編
、
今
回
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
で
ご
っ
た
返
す
大
阪・

ミ
ナ
ミ
で
遭
遇
し
た
淑
女
二
人
。
洒

落
た
ホ
テ
ル
の
バ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
で
「
女

子
会
」
を
気
楽
に
楽
し
ん
で
い
た
。

　

二
人
と
も
大
人
の
色
香
を
漂
わ

す
。
年
齢
は
四
十
代
後
半
。「
年

を
聞
く
の
は
野
暮
。
マ
ナ
ー
違
反

よ
。
熟
女
と
言
わ
ず
、
淑
女
と
呼

ん
で
下
さ
い
」。
二
人
で
顔
を
合
わ

せ
、
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
う
。

　

突
っ
込
ん
で
聞
く
と
、
名
前
は
オ

フ
レ
コ
だ
が
、
働
き
者
の
ワ
ー
キ
ン

グ
ウ
ー
マ
ン
だ
。
昼
は
そ
れ
ぞ
れ

別
の
仕
事
を
持
ち
、
夜
は
同
じ
飲

食
店
で
フ
ロ
ア
レ
デ
ィ
の
ア
ル
バ
イ

ト
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
「
ミ
ナ
ミ
の
夜
の
街
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
外
国
人
で
ご
っ
た
返
し
て

い
ま
す
よ
。中
国
人
は
減
っ
た
け
ど
、

グ
ル
ー
プ
旅
行
の
欧
米
人
た
ち
が

物
珍
し
そ
う

に
街
を
ぶ
ら

つ
い
て
い
ま

す
よ
」。

　

外
国
人

の
接
客
を
通
し
て
カ
タ
コ
ト
の

英
語
を
マ
ス
タ
ー
し
た
と
い
う

お
二
人
。「
今
度
は
こ
っ
ち
が
ど

ん
ど
ん
外
国
旅
行
に
出
か
け
て
、

ひ
と
花
咲
か
せ
な
き
ゃ
」
と
小

悪
魔
的
な
ス
マ
イ
ル
。

　

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
お
二
人
。
装
い
も

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
だ
。
一
人
は
黒
の
ド

レ
ス
。
シ
ー
ス
ル
ー
の
ト
ッ
プ
ス
が
艶

め
か
し
い
。
も
う
一
人
は
白
の
ミ
ニ
丈

ワ
ン
ピ
ー
ス
。
生
足
が
セ
ク
シ
ー
だ
。

　

当
日
、
バ
イ
ト
先
が
休
み
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
と
い
う

お
二
人
。「
大
阪
の
注
目
ス
ポ
ッ
ト

は
」
と
尋
ね
る
と
、「
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
よ
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　
「
キ
タ
な
ら
、
ル
ク
サ
サ
ウ
ス
。

四
月
五
日
に
大
阪
駅
前
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
商
業
施
設
で
す
。
来

年
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
ゾ
ー
ン
が
オ
ー

プ
ン
予
定
で
グ
ル
メ
フ
ァ
ン
の
間
で

話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
よ
」。

　
「
淀
屋
橋
で
は
今
年
夏
に
ホ
テ

ル
と
商
業
施
設
の
淀
屋
橋
ゲ
ー
ト

タ
ワ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る
よ
う
で

す
。
屋
上
に
は
庭
園
が
あ
っ
て
御

堂
筋
が
見
渡
せ
る
よ
う
で
す
。
是

非
一
度
行
っ
て
み
た
い
で
す
」。

情
報
通
で
街
の
変
貌
に
敏
感
な

二
人
の
淑
女
。
言
い
た
い
放
題
の

お
し
ゃ
べ
り
は
典
型
的
な
「
浪
速

の
お
ば
さ
ん
」。
洒
落
っ
気
の
あ

る
装
い
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
は
思
わ

ず
た
め
息
が
出
る
。

「
徳
島
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、「
阿
波
踊

り
は
知
っ
て
る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と

な
い
」「
淡
路
島
に
は
行
っ
た
こ
と

あ
る
け
ど
…
」
と
認
知
度
は
今
一
つ
。

　
「
万
博
が
終
わ
っ
た
け
ど
、
大

阪
の
街
は
ど
ん
ど
ん
新
し
い
も
の

が
出
て
き
ま
す
。
よ
そ
の
街
に

行
く
よ
り
面
白
い
ん
で
す
」。
最

後
に
「
大
阪
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
本

音
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
た
。
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訴えられたコンサル会社　地域みらい総研㈱
厚労省

人
材
開
発
支
援
助
成
金

「
違
法
な
事
業
ス
キ
ー
ム
を
提
案
さ
れ
た
」

交渉に使われた 片山さつき氏の名刺

原告は濱田元小松島市長の同族会社
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後
藤
田
知
事
が
建
設
地
を
藍
場
浜
公
園
に
変
更
し
た
た
め
、
幻
に
な
っ
た
新
ホ
ー
ル
の
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
計
画
。
県
は
昨
年
一
月
、
契
約
相
手
の
熊
谷
組
Ｊ
Ｖ
に
関
係
清
算
の
た
め
、
協
定
書
の
解
除
を
申
し
入
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
返
事
な
し
。
腐
れ
縁
が
続
い
て
い
る
。

南
海
フ
ェ
リ
ー
救
済
に
消
極
的
な
徳
島
県
と
徳
島
市
。
県
民
か
ら
「「
南
海
フ
ェ
リ
ー
は
関
西
か
ら
の
誘
客
に
必
要
な
航
路
。
交
流
人
口
増
に
よ
る
県
都
活
性
化
の
た
め
、
宙
に
浮
い
た
ま
ま
の
二
十
億
円
の
県
市
協
調
基
金
を
フ
ェ
リ
ー
存
続
に
有
効
活
用
す
べ
し
」」
と
の
指
摘
。

▲言いたい放題のフリートークで大規模開
発が進む大阪の魅力スポットを紹介して
くれた二人の熟女。ファッショナブルな
装いで元気溌剌だ。

　

厚
労
省
の
人
材
開
発
支
援
助
成
金
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
だ
。
対
立
す
る
の
は
小
松

島
市
の
不
動
産
会
社
と
東
京
の
コ
ン
サ
ル
会
社
。「
違
法
な
事
業
ス
キ
ー
ム
を
提
案
さ

れ
た
」
と
損
害
賠
償
を
求
め
る
不
動
産
会
社
。
コ
ン
サ
ル
会
社
は
「
不
法
行
為
は
成

立
し
な
い
」
と
反
論
す
る
。
不
動
産
会
社
が
求
め
た
損
害
賠
償
は
二
、
一
七
八
万
円
。

厚
労
省
の
助
成
金
制
度
を
舞
台
に
し
た
企
業
間
ト
ラ
ブ
ル
を
地
裁
は
ど
う
裁
く
の
か
。

▲助成金はしいたけ栽培会社従業員のＤＸ研
修に活用される計画だった。


